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News Release 

異径継手を有する縮管加工鋼管杭の開発及び製造について 

 

株式会社三誠（本社：東京都中央区、社長 丹羽伸治）とヨシモトポール株式会社（本社：東京都千代田

区、社長 石原晴久）は、異径継手を有する縮管加工鋼管杭「ECS-DJ」を共同開発し、本年 9 月から株式

会社三誠が販売を開始しております。 

 

■製品開発のテーマ 

 

羽根付き鋼管杭は、杭軸を回転させることで杭先端の羽根に推進力を発生させ、地盤内に貫入させる工

法です。この工法は土の排出を伴わず、残土処理も不要なため、環境負荷を軽減できる特徴があります。

設計においては、柱から伝達される常時荷重や地震時の水平力などの設計外力に対して、杭の応力が使用

材料の許容応力度を超えないようにする必要があります。しかしながら、特に支持層が深い場合や地盤強

度が低い場合は、鉛直抵抗力と水平抵抗力のバランスを取る最適設計が困難でした。その結果として、杭

径を不必要に大きくすることで設計条件を満たすことが多く、材料費や工期の増加につながる課題が顕在

化していました。 

 

■製品構成 

 

ECS-DJ の構造は、原管部、変断面部、縮管部からなる異径継手となっています。変断面部では、例え

ば φ406 の原管をテーパー状に縮管加工することにより φ267 にサイズダウンが可能です。当社がこれま

で培ってきたプレス加工技術を用いることにより実現しました。 

 

■製品の効果 

 

ECS-DJ は、杭頭拡頭杭、拡底杭、中間拡径杭などの多様な設計に対応可能です。  

 

1. 杭頭拡頭杭：杭頭付近の杭径を大きくすることにより、地震時の水平抵抗力を向上。  

2. 拡底杭：杭原管径の最大 130 倍までを施工深度に適用可能であることから、一部分を小径とすること 

により鋼材量の削減に貢献。  

3. 中間拡径杭：将来的な応答変位法設計への対応も見据えた設計が可能。  

 

ECS-DJ の導入で、より最適な設計が可能（鋼材量の削減が可能）となり、結果として適正価格での提

供が可能になります。 

 

 



2025 年 12 月 10 日 

ヨシモトポール株式会社 総務部 

TEL: 03-3214-1551 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ECS-DJ             施工の様子          接合部 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

 

ヨシモトポール株式会社  

事業開発部 小杉 達郎 

MAIL: kosugi-tatsuo@ypole.co.jp 

 

■株式会社三誠について 

URL: https://sansei-inc.co.jp/ 
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